
ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）について！

　
平
成
29
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

よ
る
寄
附
金
は

　
３
６
７
件

　
９
、０
９
０
、０
０
０
円

で
し
た
。

■寄附をいただいた事業別一覧

事　業　名 寄附件数 寄附金額

豊かな産業のあるまちづくり事業 70 件 1,105,000 円

子育てと生きがい・健康長寿を支えるまちづくり
事業 109 件 3,110,000 円

教育と文化のまちづくり事業 34 件 2,445,000 円

人と自然がいつまでも輝くまちづくり事業 74 件 1,070,000 円

安全・安心に暮らせるまちづくり事業 18 件 280,000 円

学生が活躍するまちづくり事業 10 件 150,000 円

公立大学法人都留文科大学関係事業 39 件 760,000 円

その他まちづくり事業 5 件 70,000 円

人のつながりを紡ぐまちづくり事業 8 件 100,000 円

合　　　計 367件 9,090,000円

つる市政 Topics

病院事業の業務状況 平成30年3月31日現在
　地方公営企業法第40条の 2の規定により都留市病院事業の業務状況を次のとおり公表します。

1　患者状況（病院）
外　来 入　院

上半期計 51,548 人 14,549 人
下半期計 51,834 人 15,364 人
年間計 103,292人 29,913 人

2　入所状況（老健）
入　所 通　所

上半期計 16,751 人 1,221 人
下半期計 16,093 人 1,110 人
年間計 32,844 人 2,331 人

3　事業収益の状況
収入済額

医業収益 年間計 2,296,017,017円
介護老人保健事業収益 年間計 432,493,543円

事業収益年間計 2,728,510,560円

上水道の業務状況 平成30年3月31日現在
　地方公営企業法第40条の 2の規定により都留市水道事業の業務状況を次のとおり公表します。

収入済額
上半期計 124,256,815円
下半期計 135,278,981円
年間計 259,535,796円

1　水道料金の状況

配水量 1日平均配水量 有収水量
上半期計 1,886,099㎥ 10,306㎥ 1,171,128㎥
下半期計 2,069,338㎥ 11,369㎥ 1,223,793㎥
年間計 3,955,437㎥ 10,836㎥ 2,394,921㎥

2　給水状況

平成29年度の財政状況を公表します 　この公表は、地方自治法第243条の３第１項及び都留市
財政状況の作成及び公表に関する条例の規定に基づき、市
民の皆さまに本市の財政状況をお知らせすることによっ
て、市財政についてご理解をいただき、市政の発展につい
てのご助言とご協力を得るため、毎年５月と 11月に公表
しているものです。
　今回は、３月31日までの財政状況をお知らせします。

■平成29年度予算執行状況等（平成30年３月31日・単位：千円）

会　　計　　別 予算額
（繰越額含む）

執行額（見込み） 形式収支
A－ B

翌年度に繰越
すべき財源C

実質収支見込
A－B－C歳入 A 歳出 B

一　般　会　計 14,538,406 13,711,148 13,547,352 163,796 36,542 127,254

その他の特別会計 8,518,127 42,472,015 8,052,809 34,419,206 1,663 34,417,543
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■市民負担の状況 平成29年度見込（千円）
歳入総額　13,711,148
うち市税　  3,747,708
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■市債の状況 平成29年度見込（千円）
市債残高　12,470,688
公  債  費　   1,254,377
借  入  額　   1,041,846

■基金の状況

0
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80

市債管理基金財政調整基金 その他の基金

H29H28H27H26H25

（億円）

財政調整基金
健全な財政運営のため財政の著しい変動に備える積立金
市債管理基金
市債の償還及び適正な管理に必要な財源としての積立金
その他の基金
特定の目的のために資金を積み立てまたは定額の資金を運用するための基金

■市の財産

土地 423万1,062㎡
建物 15万4,235㎡
有価証券 3,184万9千円

平成29年度見込（千円）
財政調整基金　2,833,557
市債管理基金　　    7,055
その他の基金　4,980,688

つる市政 Topics

　
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
多

く
の
寄
附
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事　業　名 使　い　道 充当額

豊かな産業のあるまちづくり事業 公農産物振興事業 1,105,000 円

子育てと生きがい・健康長寿を支
えるまちづくり事業

すこやか医療費助成事業 3,010,000 円

ママ・パパにやさしいまちづくり事業 100,000 円

教育と文化のまちづくり事業
小学校管理事業（学校教育課分） 1,785,000 円

中学校管理事業（学校教育課分） 660,000 円

人と自然がいつまでも輝くまち
づくり事業

環境政策事業 50,000 円

環境保全対策事業 1,020,000 円

安全・安心に暮らせるまちづく
り事業 交通安全対策事業 280,000 円

学生が活躍するまちづくり事業
学生アシスタントティーチャー事業 220,000 円

その他まちづくり事業
人のつながりを紡ぐまちづくり
事業 男女共同参画推進事業 100,000 円

■いただいた寄附の使い道一覧

※公立大学法人都留文科大学関係事業については、今後の大学関係事業に充てるため、基金への積立
を行います。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）

　
の
使
い
道
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

　
昨
年
度
ま
で
に
い
た
だ
い
た
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
寄
附
金
は
、

平
成
29
年
度
に
実
施
さ
れ
た
左
表
の
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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つる市政 Topics

　４月１日（日）に谷村第一小学校校庭において、平成30 年
度都留市消防団員辞令交付式が行われ、新役員101 名、新
人団員44 名あわせて 145 名に辞令が交付されました。

平成30年度都留市消防団辞令交付式
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団
員

　

望
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健
太
朗
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内
田
裕
太
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天
野
優
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渡
邉
直
子
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達
也
・
中
野
琢
斗

盛
里
分
団　

各
部
長

　

野
武
直
記
・
安
富
順
吾
・
天
野
隆
行

　

杉
本
哲
司

各
班
長

　

野
武
和
浩
・
日
向
隆
智
・
日
向
一
仁

　

根
本
浩
和

各
団
員

　

前
田
裕
樹
・
佐
藤
靖
恵
・
前
田
知
子

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
貸
与

　

３
月
20
日（
火
）、
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
積
載
車
を
谷
村
第
一
分
団
第
２
部（
上

町
）、
禾
生
分
団
第
４
部（
小
形
山
）に
貸

与
し
ま
し
た
。
こ
の
積
載
車
に
は
最
新
鋭

の
高
出
力
ポ
ン
プ
が
装
備
さ
れ
、
火
災
の

消
火
ば
か
り
で
な
く
、
災
害
警
戒
活
動
や

火
災
予
防
の
広
報
活
動
な
ど
消
防
団
員
の

要
望
に
充
分
応
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

つる市政 Topics

田
川 

信
彦
隊
員（
41
才
）　

※
高
収
益
作
物
導
入
事
業（
産
業
課
所
属
）

東
京
都
渋
谷
区
か
ら
転
入　

前
　
職　

会
社
員　

活
動
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１
年

　
　
　
　
　
（
最
長
３
年
間
）

自
己
紹
介

　

東
京
都
渋
谷
区
か
ら
参
り
ま
し
た
、
田
川

信
彦
で
す
。
私
は
神
奈
川
県
で
生
ま
れ
育

ち
、
現
在
に
至
る
ま
で
調
理
師
と
し
て
ホ
テ

ル
や
飲
食
店
に
勤
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
食
材
を
扱
う
身
で
し
た
が
、
調

理
を
行
う
中
で
自
分
が
扱
っ
て
い
る
野
菜
や

果
物
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
育
て
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
、
ど
の
よ
う
な
過
程
で
育
っ
て
い
く

の
だ
ろ
う
と
漠
然
と
し
た
農
業
に
対
す
る
興

味
が
心
の
内
で
大
き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
加
わ

り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
！

　

そ
ん
な
中
、
都
留
市
で
は
、
ほ
ぼ
栽
培
事

例
の
な
い
果
樹
の
試
験
栽
培
に
取
り
組
む
こ

と
を
知
り
、
ま
っ
た
く
新
し
い
農
業
を
行
う

と
い
う
試
み
に
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
、
ま
た
、
食
材
を
一
か
ら
作
る
農
業
を
経

験
す
る
こ
と
で『
食
』に
対
す
る
理
解
を
も
っ

と
深
め
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
こ
の
た
び
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
長
３
年
間
と
長
い
よ
う
で
短
い
任
期

の
中
で
、
都
留
市
に
定
住
で
き
る
よ
う
に

地
域
の
皆
さ
ま
と
交
流
を
深
め
、
果
樹
栽

培
の
基
盤
を
築
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
る
か
と
は
存
じ
ま
す

が
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
普
段
は
、
道
の
駅
近
く
の
ほ
場

で
作
業
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
夏
狩
に
家
族
５
人（
中
学
生
１
名
、

小
学
生
２
名
）で
住
居
を
構
え
て
い
ま
す
の

で
、
顔
を
見
か
け
た
際
に
は
お
声
掛
け
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

本
市
で
は
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
き
ら
め

く
人
生
を
送
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、『
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
』事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
旧
雇
用
促
進

住
宅
下
谷
宿
舎（
つ
る
５
丁
目
）を
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
と
し
て
改
修
す
る

『
単
独
居
住
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』で
は
、
昨
年

末
よ
り
同
敷
地
内
に
国
の
地
方
創
生
拠
点

整
備
交
付
金
を
活
用
し
た『
下
谷
交
流
セ
ン

タ
ー
』を
整
備
し
て
き
ま
し
た
が
、
３
月
末

に
本
体
工
事
が
完
了
し
、
平
成
31
年
度
か
ら

の
利
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

下
谷
交
流
セ
ン
タ
ー
は
市
民
の
方
々
も
広

く
利
用
で
き
る
よ
う
、
食
堂
や
多
目
的
ホ
ー

ル
な
ど
が
入
る
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
入
居
者
や
移

住
者
、
地
元
住
民
な
ど
の
交
流
の
場
と
し
て

の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
改
修
工
事（
運

営
事
業
者
）や
交
流
セ
ン
タ
ー
の
２
期
工
事

が
行
わ
れ
る
た
め
、
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方

や
お
近
く
を
通
行
さ
れ
る
方
に
は
、
引
き
続

き
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ
る
」事
業
に
伴
う「
下
谷
交
流
セ
ン
タ
ー
」の

第
１
期
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
！

■完成した地域交流拠点施設

■多目的ホール。入居者や移住者、地元住民などの交
流の場として利用されます。
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